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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｂ６３Ｈ   1/26    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月24日(2010.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ハブ及び複数の羽根を有する船舶用安全プロペラであって、各羽根は、前記ハブに隣接す
る基端から、該ハブから離間した先端へ延出する前縁及び後縁を有しており、さらに、安
全部材は、各羽根の前縁の長さの少なくとも５０パーセントに亘って設けられており、
　前記安全部材は前記羽根の前縁よりも大きい厚み及び高さの少なくとも一方を有してい
ることと、
　前記安全部材の少なくとも一部は、前記羽根のスラスト面、即ち駆動面から、前記プロ
ペラの回転方向前方に延出すると共に、該安全部材の中心軸が前記羽根の前縁と平行であ
ること、及び前記羽根の前縁と一直線に整列させられることのいずれかの状態であること
と、前記中心軸が、前記羽根の基端から先端の方向へ前縁を次第に導くように配置される
こととのいずれかの状態であることと、
　前記安全部材は、前記羽根の隣接部まで平滑に輪郭が形成されることとを特徴とするプ
ロペラ。
【請求項２】
（前記ハブの後端から見たときに）右方向に回転するプロペラに対して、前記羽根のスラ
スト面、即ち駆動面上の安全部材は、該プロペラの後端へ向けられるように見えることを
特徴とする請求項１に記載のプロペラ。
【請求項３】
前記安全部材は、前記羽根の前縁の全長の５０パーセントよりも長く延出すると共に、該
安全部材が設けられていない前縁の残りの部分よりも先に該安全部材が障害物に突き当た
るような高さを有することを特徴とする請求項１又は２に記載のプロペラ。
【請求項４】
前記安全部材は、前記前縁上に一定の高さを有すること、及び前記羽根の先端へ向けて相
対的に高さが増加することのいずれかの状態であること特徴とする請求項３に記載のプロ
ペラ。
【請求項５】
前記安全部材は、前記羽根に取り付けられること、及び該羽根と一体形成されることのい
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ずれかの状態であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載のプロペラ。
【請求項６】
少なくとも１個の耐キャビテーション溝が、各羽根に設けられることを特徴とする請求項
１乃至５のいずれか一項に記載のプロペラ。
【請求項７】
各キャビテーション溝は、平面視において、円形、正方形、矩形及び変形矩形形状のいず
れかであることを特徴とする請求項６に記載のプロペラ。
【請求項８】
前記耐キャビテーション溝の側壁は、前記羽根を貫通して、前記プロペラの回転軸と平行
に延出することを特徴とする請求項７に記載のプロペラ。
【請求項９】
各耐キャビテーション溝の側壁は、前記ハブの回転軸と平行に位置することを特徴とする
請求項７に記載のプロペラ。
【請求項１０】
前記耐キャビテーション溝は、前記ハブにおいて測定されると、前記羽根の前縁と後縁と
の間の距離の少なくとも５０パーセントの間隔があけられることを特徴とする請求項７に
記載のプロペラ。
【請求項１１】
前記耐キャビテーション溝は、前記ハブから前記羽根の先端までの距離の２０パーセント
から７０パーセントの間隔があけられることを特徴とする請求項７に記載のプロペラ。
【請求項１２】
正方形、矩形及び変形矩形形状のいずれかをなす前記耐キャビテーション溝に対して、該
耐キャビテーション溝の対向側壁は、前記ハブから半径方向に延びる該溝の中心軸と平行
に延出することを特徴とする請求項７に記載のプロペラ。


	header
	written-amendment

